
第１時
１ 学習目標 ・教科書の新出語句に習熟する。

、 」 。・それぞれの生徒が重要と考える語句を ｢気になる語句 として抜き出す
２ 準 備 ・フラッシュカード

・セマンティックマップ用紙（語句の意味上のつながりをマッピングする）
・ポストイット（ 気になる語句」を書き留める）「
・題材文（ ）Revised Version
・自己評価カード①

３ 展 開
時間 学 習 活 動 学習への支援、および留意点 評 価 項 目

【表現の能力】２５ □教科書の新出語句 ○音声で確認することができるように、直接
分 を聞いたり読んだ 法のみの導入をし、習熟度に応じて、提示 教科書の新出語

りして、発音した するまとまりを文、句、単語に適宜換えて 句を聞いたり読ん
り書いたりする。 提示する。 だりして、それを

○音声を文字で確認するために、直接法を用 正しく言ったり書
いた音声の導入とフラッシュカードを併用 いたりすることが
して提示する。 できる。

【理解の能力】○音声と文字を確認することができたか見取
るために、新出語句の小テストを行う。 教科書の新出語

●ランダムに、時間をあけて、繰り返し聞い 句を聞いたり読ん
たり読んだりすることができるように、指 だりして、その意
名の方法を工夫する。 味をとらえること

●発音できても書けない場合は、フラッシュ ができる。
カードをヒントに再度確認する。

【理解の能力】２２ □教科書本文を聞い ○習熟度に応じて読む速度を適宜変えて、範
分 たり、音読したり 読をする。 教科書の本文を

( ) する。 ●発音しづらいと思われる箇所は、繰り返し 発音やイントネー10
範読する。 ションに注意しな（第１～第４パラグラフ）

がら読むことがで
きる。
【関心・意欲・態度】（４０人を４～６人の７グループに分ける）

( ) □それぞれのパラグ ○想像力を働かせながら読み進めることがで パラグラフごと12
「 」ラフにおいて、そ きるように、新出語句や挿し絵、既知の知 に 気になる語句

れぞれの生徒が重 識等から予測するように助言する。 に着目して、相互
要な語句と考える ●導入した新出語句や挿し絵、既知の知識を にどのような関係
「気になる語句」 ヒントにできるように Ｑ＆Ａを導入する になっているかを、 。
をポストイットに ( ) 「この写真は誰でしょうね？」 考察して、Ｓマッeg T:
書き出す。 「トマス・ジェファーソンです 」 プに整理しようとS: 。

彼はどんな人だったと思いますか？ している。（第１～第４パラグラフ） T:「 」
【知識・理解】

…

□書き出した語句を ○意味のまとまりごとに整理できるように、 自らの観点を明
意味のまとまりご Ｓマップを導入する。 らかにして 「気、
とに整理する。 ○意味のまとまりごとに適切に整理できるよ になる語句」を抜

うに、第１パラグラフで、そのやり方を説 き出すことができ
明する。 る。（第１～第４パラグラフ）

●グループで話し合われている内容を参考に
して、どのように整理すればよいか、考え
方を個別に指導する。

●どのようなに整理しているか、途中経過を
グループ内で発表し合う。

、 、●関連するまとまりに 小見出しを提示して
内容ごとに整理できるようにする。

３分 □本時の学習の自己 ○本時の到達度を確認し、復習の指針に自ら
評価をする。 気付くことができるように 「自己評価カ、

ード①」を提示し、４つの観点から自己評
価できるようにする。

○は「おおむね満足できる」状況の生徒への支援、●は「おおむね満足できる状況」に達しない生徒への支援



第２時

１ 学習目標 ・文中のそれぞれの語句が相互に関連し合っていることに気付くように ｢気、

になる語句」を意味のまとまりごとに、提示したＳマップに整理する。

２ 準 備 ・セマンティックマップ用紙（語句の意味上のつながりをマッピングする）

・ポストイット（ 気になる語句」を書き留める）「

・題材文（ ）Revised Version
・自己評価カード②

３ 展 開

時間 学 習 活 動 学習への支援、および留意点 評 価 項 目

【関心・意欲・態度】４７ □パラグラフごとに ○想像力を働かせながら読み進めることがで

分 「気になる語句」 きるように、新出語句や挿し絵、既知の知 それぞれのパラ

をポストイットに 識、第１パラグラフの内容等を確認し合い グラフにおいて、

書き出す。 ながら読み進めるように助言する。 複数の「気になる

」 、●導入した新出語句や挿し絵、既知の知識、 語句 に着目して

既に読み終わった箇所の内容等をヒントに その相互の関係を（第１～第４パラグラフ）

できるように、Ｑ＆Ａを導入する。 考察している。

【知識・理解】( ) 「トマス・ジェファソンはどんな人だeg T:
っけ？」 自らの観点を明

「独立宣言を書いた（？）人で… 」 らかにして 「気S: 。 、

「アメリカ人のどんな思いが込められ になる語句」を抜T:
ているのだっけ？」 き出すことができ

る。

…

□書き出した語句を ○意味のまとまりごとに整理できるように、

意味のまとまりご Ｓマップを活用する。

とに整理する。 ●意味のまとまりごとに適切に整理できるよ

うに、第１パラグラフでの整理のしかたを

確認する。（第１～第４パラグラフ）

●グループで話し合われている内容を参考に

して、どのように整理すればよいか、考え

方を個別に指導する。

●どのようなに整理しているか、途中経過を

グループ内で確認し合うように助言する。

●関連するまとまりを表す小見出しを提示し

て、内容ごとに整理できるようにする。

□本時の学習の自己 ○本時の到達度を確認し、復習の指針に自ら

３分 評価をする。 気付くことができるように 「自己評価カ、

ード②」を提示し、４つの観点から自己評

価できるようにする。

○は「おおむね満足できる」状況の生徒への支援、●は「おおむね満足できる状況」に達しない生徒への支援



第３時

１ 学習目標 ・文中のそれぞれの語句が相互に関連し合っていることに気付くように ｢気、

になる語句｣を提示したＳマップに整理する。

２ 準 備 ・フラッシュカード

・セマンティックマップ用紙（語句の意味上のつながりをマッピングする）

・ポストイット（ 気になる語句」を書き留める）「

・題材文（ ）Revised Version
・自己評価カード③

３ 展 開

時間 学 習 活 動 学習への支援、および留意点 評 価 項 目

【関心・意欲・態度】４７ （４０人を４～６人の７グループに分ける）

分 □パラグラフごとに ○語彙力の不足が整理する障害にならないよ それぞれのパラ

抜き出した｢気にな うに、不明の単語の意味については提示す グラフにおいて、

る語句」を、グル る。 「気になる語句」

ープごとにＳマッ ○首尾よくマップに整理することができるよ に着目して、相互

プに整理する。 うに、グループ内で、比較的｢気になる語 の関係をＳマップ

句」の抽出数の多い生徒のものを、一例と に整理しようとし

して整理してみせる。 ている。（第５～第８パラグラフ）

【知識・理解】●整理のしかたを確認できるように、自らが

抽出した「気になる語句」に、語を補足し 自らの観点を明

て整理してみせる。 らかにして 「気、

○抽出した「気になる語句」が内容把握に役 になる語句」の相

立つことに気付くように、基本的には抽出 互の関係をＳマッ

した語句を用いて意味の関連付けをするよ プに整理すること

うにする。 ができる。

○モティべーションを高めるために、グルー

プごとに想像した内容を発表するようにす

る。

○モティべーションをさらに高めるために、

発表するパラグラフを、ある程度読みが進

んだ時点で割り当てる。

●前後のパラグラフの内容を確認しながら進

行する。

３分 □本時の学習の自己 ○本時の到達度を確認し、復習の指針に自ら

評価をする。 気付くことができるように 「自己評価カ、

ード③」を提示し、４つの観点から自己評

価できるようにする。

○は「おおむね満足できる」状況の生徒への支援、●は「おおむね満足できる状況」に達しない生徒への支援



第４時

１ 学習目標 ・文中のそれぞれの語句が相互に関連し合っていることに気付くように ｢気、

になる語句｣を提示したＳマップに整理する。

・それぞれのパラグラフにおいて、話題と話題に関する情報を収集する（第

１～第４パラグラフ 。）

２ 準 備 ・Ｓマップ用紙（語句の意味上のつながりをマッピングする）

・題材文（ ）Revised Version
・ワークシート①

・補助プリント

・自己評価カード④

３ 展 開

時間 学 習 活 動 学習への支援、および留意点 評 価 項 目

【関心・意欲・態度】２７ □書き出した語句を ○意味のまとまりごとに整理できるように、

分 意味のまとまりご Ｓマップを活用する。 それぞれのパラ

とに整理する。 ○意味のまとまりごとに適切に整理できるよ グラフにおいて、

うに、それまでのパラグラフでの整理のし 「気になる語句」

かたを確認する。 が相互にどのよう（第５～第８パラグラフ）

●グループごとに、それぞれのパラグラフで な関係になってい

「気になる語句」の整理をマップに適切に るかを、観点を明

整理できるように 比較的 気になる語句 確にしてＳマップ、 「 」

の抽出数の多い生徒を、ヘルパーとして整 に整理しようとし

理が適切にできないグループに派遣して、 ている。

【知識・理解】助言できるようにする。

●グループで話し合われている内容を参考に 複数の「気にな

して、どのように整理すればよいか、考え る語句」が相互に

方を個別に確認する。 どのような関係に

●どのように整理しているか、途中経過をグ なっているかをＳ

ループ内で発表し合う。 マップに整理する

ことができる。

【関心・意欲・態度】２０ □補助プリントを参 ○話題をとらえるためにはどのような点に着

分 考にして、文章の 目すればよいか、補助プリントを用いて、 本文の話題を見

内容を理解する上 考え方を再確認する。 付け出すために、

で重要な意味をも 何に着目したか自（学び合い）

っている語句に着 ○話題は何であるか、また何に着目したか、 らの意見を言おう

目し、話題を確認 その根拠を明確にするために、それぞれの としている。

する。 グループで確認し合うようにする。

○考え方の正しさをお互いに認め合う。

●考え方の正しさを認め、自信がもてるよう（第１～第４パラグラフ）

にする。

３分 ○本時の学習の自己 ○本時の到達度を確認し、復習の指針に自ら

評価をする。 気付くことができるように 「自己評価カ、

ード④」を提示し、４つの観点から自己評

価できるようにする。

○は「おおむね満足できる」状況の生徒への支援、●は「おおむね満足できる状況」に達しない生徒への支援

見

通

し

１



第５時

１ 学習目標 ・それぞれのパラグラフにおいて、話題と話題に関する情報を収集する（第

１～第４パラグラフ 。）

２ 準 備 ・題材文（ ）Revised Version
・ワークシート①

・補助プリント

・自己評価カード⑤

３ 展 開

時間 学 習 活 動 学習への支援、および留意点 評 価 項 目

【関心・意欲・態度】４７ □文章の内容を理解 ○話題をとらえるために、何に着目す

分 する上で重要な意 るか補助プリントに示した題材文の 本文の話題を見付け出

味をもっている語 うち、該当する文の抜粋を使って、 すために、何に着目した

句に着目し、話題 考え方を解説する。 か、自らの意見を言おう

をワークシート① ○話題とそれに着目した根拠を明確に としている。

【知識・理解】に抜き出す。 するために、意見交換をするように

する。 文章の内容を理解する

●補助プリントに照らし合わせて、話 上で重要な意味をもって

題を見付けるための考え方の正しさ いる語句に着目して、適

を認め、自信がもてるようにする。 切な語句を抜き出すこと

□パラグラフごとの ○ワークシート①を提示して、パラグ ができる。

【表現の能力】話題をワークシー ラフごとの話題が整理できるように

ト①に記入する。 する。 話題と話題に則した情

報をワークシート①に書

□話題に関する情報 ○ワークシート①を提示して、パラグ くことができる。

【理解の能力】だけをワークシー ラフごとに書き手が取り上げた話題

ト①に書き出す。 とそれに則した情報を整理すること 文章の内容を理解する

ができるようにする。 上で重要な意味をもって

●Ｓマップに整理した複数の「気にな いる語句に着目して、話＊ワークシート①

る語句」のうち、話題とそれ以外の 題と話題に則したおおよTASK1、TASK2、

語句がどのような関係になっている その内容や話の流れを意TASK3

か、個別に指導して確認する。 識しながら読むことがで

きる。（第１～第４パラグラフ）

３分 □本時の学習の自己 ○本時の到達度を確認し、復習の指針

評価をする。 に自ら気付くことができるように、

「自己評価カード⑤」を提示し、４

つの観点から自己評価できるように

する。

○は「おおむね満足できる」状況の生徒への支援、●は「おおむね満足できる状況」に達しない生徒への支援

見

通

し

１



第６時

１ 学習目標 ・それぞれのパラグラフにおいて、話題と話題に関する情報を収集する（第

５～第８パラグラフ 。）

２ 準 備 ・題材文（ ）Revised Version
・ワークシート①

・補助プリント

・自己評価カード⑥

３ 展 開

時間 学 習 活 動 学習への支援、および留意点 評 価 項 目

【関心・意欲・態度】４７ □文章の内容を理解 ○話題をとらえるために、何に着目す

分 する上で重要な意 るか補助プリントに示した題材文の 本文の話題を見付け出

味をもっている語 うち、該当する文の抜粋を使って、 すために、何に着目した

句に着目し、話題 考え方を解説する。 か、自らの意見を言おう

をワークシート① ○話題とそれに着目した根拠を明確に としている。

【知識・理解】に抜き出す。 するために、意見交換をするように

する。 文章の内容を理解する

●補助プリントに照らし合わせて、話 上で重要な意味をもって

題を見付けるための考え方の正しさ いる語句に着目して、適

を認め、自信がもてるようにする。 切な語句を抜き出すこと

□パラグラフごとの ○ワークシート①を提示して、パラグ ができる。

【表現の能力】話題をワークシー ラフごとの話題が整理できるように

ト①に記入する。 する。 話題と話題に則した情

報をワークシート①に書

□話題に関する情報 ○ワークシート①を提示して、パラグ くことができる。

【理解の能力】だけをワークシー ラフごとに書き手が取り上げた話題

ト①に書き出す。 とそれに則した情報を整理すること 文章の内容を理解する

ができるようにする。 上で重要な意味をもって

●Ｓマップに整理した複数の「気にな いる語句に着目して、話＊ワークシート①

る語句」のうち、話題とそれ以外の 題と話題に則したおおよTASK1、TASK2、

語句がどのような関係になっている その内容や話の流れを意TASK3

か、個別に指導して確認する。 識しながら読むことがで

きる。（第５～第８パラグラフ）

３分 □本時の学習の自己 ○本時の到達度を確認し、復習の指針

評価をする。 に自ら気付くことができるように、

「自己評価カード⑥」を提示し、４

つの観点から自己評価できるように

する。

○は「おおむね満足できる」状況の生徒への支援、●は「おおむね満足できる状況」に達しない生徒への支援

見

通

し

１



第７時
１ 学習目標 ・文章の内容を理解する上で重要な意味をもっている語句に着目して、書き

手の伝えたいことを整理して書く。

２ 準 備 ・題材文（ ）Revised Version
・ワークシート②

・補助プリント

・自己評価カード⑦

３ 展 開

時間 学 習 活 動 学習への支援、および留意点 評 価 項 目

【関心・意欲・態度】２７ □文章の内容を理解 ○書き手の伝えたいことを明確にするために

分 する上で重要な意 重要な語句を確認するために、補助プリン 書き手の伝えた

味をもっている語 トを提示し、そのような語句のとらえ方に いことを明確にす

句を確認する。 ついて解説する。 るために、何に着

●考え方の正しさを認め、自信がもてるよう 目したか、自らの

にする。 意見を言おうとし＊ワークシート②

ている。TASK1 （学び合い）

【知識・理解】○書き手の伝えたいことを整理するために、

それぞれのパラグラフにおいて、ワークシ 書き手の伝えた

ート①でとらえた語句の情報を、文章の内 いことを明確にす

容を理解する上で重要な意味をもっている るために重要な語

語句を含めて文に書き換えるようにする。 句を、文中から抜

●書き手の伝えたいことのとらえ方につい き出すことができ

て、学び合いから出された方法を、補助プ る。

リントに照らして確認する。

○グループごとにまとめたものを、グループ

で情報交換できるようにする。

【関心・意欲・態度】２０ □パラグラフの役割 （学び合い）

分 を明確にするため ○それぞれのパラグラフにおいて、パラグラ 書き手の伝えた

に、着目すべき語 フの役割をとらえるために、どのような語 いことを見付け出

句を見付ける。 句に着目したらよいか、グループで意見交 すために、何に着

□それぞれのパラグ 換をするようにする。 目したか、自らの

ラフにおいて、パ ●考え方の正しさを認め、自信がもてるよう 意見を言おうとし

ラグラフの役割を にする。 ている。

【表現の能力】ワークシート②に ○書き手の強調したいことを明確にするため

書く。 に、それぞれのパラグラフにおいて、その パラグラフの役

役割がどのように表現されているかを、ワ 割を明確にするた

ークシート②に書く。 めに重要な語句に＊ワークシート②

○それぞれのパラグラフの役割を明確にする 着目し、パラグラTASK2

ために着目すべき語句を、補助プリントを フの役割をワーク

参考にして確認し合う。 シート②に書くこ

●それぞれのパラグラフの役割をどのように とができる。

とらえたか、グループで話し合ったことを

整理して、個別に指導する。

３分 □本時の学習の自己 ○本時の到達度を確認し、復習の指針に自ら

評価をする。 気付くことができるように 「自己評価カ、

ード⑦」を提示し、４つの観点から自己評

価できるようにする。

○は「おおむね満足できる」状況の生徒への支援、●は「おおむね満足できる状況」に達しない生徒への支援

見

通

し

２

見

通

し

２



第８時

１ 学習目標 ・文章の流れや論理的な構造を明確にするために重要な語句や文に着目し

て、それぞれのパラグラフの役割や前後のパラグラフの関係をつかみ、書

き手の強調したいことをとらえる。

２ 準 備 ・題材文（ ）Revised Version
・ワークシート②

・補助プリント

・自己評価カード⑧

３ 展 開

時間 学 習 活 動 学習への支援、および留意点 評 価 項 目

【関心・意欲・態度】４７ □それぞれのパラグ ○文章全体の中でのそれぞれのパラグラフの

分 ラフが、文章全体 果たしている役割を見付けるために、文章 パラグラフの役

の中でどのような の流れや論理的な構造を明確にするために 割を見付け出すた

役割を果たしてい 重要な語句や文を参考にして考察するよう めに、何に着目し

るのか、その観点 に助言する。 たか、自らの意見

を考察する。 ●考え方の正しさを認め、自信がもてるよう を言おうとしてい

にする。 る。

【知識・理解】＊ワークシート② ○自らの考え方を確認するために、グループ

で、それぞれのパラグラフの役割をどのよ パラグラフの役TASK2

うにとらえたか、補助プリントを参考にし 割を明確にするた

て確認し合うようにする。 めに重要な語句や

文を、文中から抜

き出すことができ

る。

【表現の能力】○それぞれのパラグ ○ワークシート②を提示し、それぞれのパラ

ラフが、文章全体 グラフの役割や構造を考えて、それを整理 書き手の論の展

の中で、どのよう することができるようにする。 開の方法から、書

に関連付けられて き手の強調したい（学び合い）

いるか、その着眼 ○前後のパラグラフの関係のとらえ方につい ことをワークシー

点について話し合 て 意見を出し合い お互いに確認し合う ト②に整理して、、 、 。

い、ワークシート ○文章全体を通して、どのようなパラグラフ 英語で書くことが

②に書く。 構成で文章が展開されているかをとらえる できる。

【理解の能力】ために、文章の流れや論理的な構造を明確

にするために重要な語句や文がヒントにな 書き手の強調し＊ワークシート②

ることを確認できるようにする。 たいことを意識しTASK3

●パラグラフの役割や構造のとらえ方につい ながら読むことが

て、学び合いから出た方法を確認できるよ できる。

うに個別に指導する。

３分 □本時の学習の自己 ○本時の到達度を確認し、復習の指針に自ら

評価をする。 気付くことができるように 「自己評価カ、

ード⑧」を提示し、４つの観点から自己評

価できるようにする。

○は「おおむね満足できる」状況の生徒への支援、●は「おおむね満足できる状況」に達しない生徒への支援

見

通

し

２



第９時
１ 学習目標 ・自らの考えを相手に正確に伝えるために、伝えたいことや強調したいこと

を明確にするためのヒントになる語句や文を参考にして、自らの考えを英
語で整理する。

２ 準 備 ・題材文（ ）Revised Version
・ワークシート③
・補助プリント
・自己評価カード⑨

３ 展 開
時間 学 習 活 動 学習への支援、および留意点 評 価 項 目

【知識・理解】□前時の復習 ○文章の内容を理解する上で重要な
１０ 意味をもっている語句、および文 文章の内容を理解する上
分 章の流れや論理的な構造を明確に で重要な意味をもっている

するために重要な語句や文を、補 語句、および文章の流れや
助プリントを参考にして、再確認 論理的な構造を明確にする
するようにする。 ために重要な語句や文を抜

き出すことができる。
【関心・意欲・態度】□書き手の考えに ○自らの伝えたいことを明確にする

「賛成」か「不賛 ために、文章の内容を相手が理解 自らの考えを相手に正確
成」か、自らの立 する上で重要な意味をもっている に伝えるために、伝えたい

３７ 場を明確にする。 語句を確認し、どの場面で、どの ことや強調したいことを明
分 □文章の内容を理解 ように活用するか例を示す。 確にするためのヒントにな

する上で重要な意 ○自らの強調したいことを明確にす る語句や文を参考にして、
味をもっている語 ることができるように、文章の流 パラグラフごとに考えを整
句、および文章の れや論理的な構造を明確にするた 理しようとしている。

【表現の能力】流れや論理的な構 めに重要な語句や文を確認し、ど
造を明確にするた の場面で、どのように活用するか 書き手の考えに対する自
めに重要な語句や 例を示す。 らの考えを、伝えたいこと
文を参考にして、 ○ワークシート③を提示し、伝えた や強調したいことを明確に
自らの考えを整理 いことや強調したいことを明確に するためのヒントになる語
する。 するためのヒントになる語句や文 句や文を参考にし、ワーク

を参考に、自らの考えを英語で整 シート③に整理して英語で
理して書くことができるようにす 書くことができる。＊ワークシート③

【理解の能力】TASK1、TASK2、 る。
●自らの伝えたいことや強調したい 文章の内容を理解する上TASK3

ことを明確にするためのヒントに で重要な意味をもっている
なる語句や文のとらえ方の正しさ 語句、文章の流れや論理的
を認め 自信がもてるようにする な構造を明確にするために、 。

●補助プリントに照らし合わせて、 重要な語句や文を参考にし
自らの伝えたいことや強調したい て、自らの考えを英語で整
ことを明確にするためのヒントに 理することができる。

【知識・理解】なる語句や文の意味、語法の確認
をする。 語句や表現の語法の使わ

●中心となる考えを確認して、文章 れる場面を的確に理解し、
の内容を理解する上で重要な意味 自らの考えを表現するため
をもっている語句、および文章の に適切な語句や表現を見付
流れや論理的な構造を明確にする けて、自らの考えを表現す
ために重要な語句や文を活用して るために活用することがで、
それをどのように表現するか、個 きる。
別に例を示す。

３分 □本時の学習の自己 ○本時の到達度を確認し、復習の指
評価をする。 針に自ら気付くことができるよう

に 「自己評価カード⑨」を提示、
し、４つの観点から自己評価でき
るようにする。

○は「おおむね満足できる」状況の生徒への支援、●は「おおむね満足できる状況」に達しない生徒への支援

見

通

し

３


